
総合計画審議会等の意見への対応

NO 頁
項目名

プロジェクト名
委員名 意見 対応

＜第116回総合計画審議会（平成27年６月13日）の意見＞

1 28
49
64
76

全般
PJ編
PJ８　観光
PJ16 スポーツ
PJ23　都市基盤

松崎委員
いとう委員

・オリンピック競技の開催地として江の島が決定したことを踏まえ、オリン
ピック等を契機とし、競技人口の裾野を広げる取り組みや神奈川をアピール
する各種の取組みとして、例えば地産地消、海岸美化、交通網などを分かり
やすい形で総合計画に盛り込んでいくことはできないのか。

・オリンピック競技の神奈川県での開催を踏まえ、スポーツのプロジェクト
にその内容を追記してはどうか。

PJ8 観光のねらいの記載を修正しました。

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定などを契
機に、」→「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催決定
や、オリンピック・セーリング競技の会場が県内にも選定されたことな
どを契機に、」

PJ16 スポーツの「C　オリンピック･パラリンピックなどを盛り上げてい
く取組み」に新たに項目を追加し記載しました。

「○江の島で開催される東京2020オリンピック競技大会のセーリング競
技など本県が会場となる競技を成功させるため、関係機関と連携・協力
し、大会の準備を進めるとともに、大会の機運を醸成します。」

（主な取り組み）
「○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会において本県が会
場となる競技の開催準備」

PJ23 都市基盤のねらいの記載を修正しました。

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や３つの特区
の指定など」→「３つの特区の指定や、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の開催決定、セーリング競技の江の島開催決定など」

神奈川の戦略に「オリンピック・パラリンピック」を追加しました。

2 13 PJ編
PJ1 未病

斎藤副会長 健康に向けた取組みは多く記載されているが、うつ病などの精神的な部分の
メンタルヘルス対策などの記述少ないように感じるので記載をしてはどう
か。

PJ1 未病の「B 未病を治すために重要な、食、運動、社会参加など生活
習慣改善の支援」の記載を修正しました。

「うつ病や自殺を予防するための人材育成や普及啓発、地域での連携強
化に取り組みます。」→「うつ病や自殺を予防するための人材育成や普
及啓発、地域におけるかかりつけ医と精神科医との連携強化に取り組み
ます。」

3 15 PJ編
PJ2 医療

佐々木委員 医療と介護に連携について医療のプロジェクトで、その内容が読み取れるよ
うに表現を見直してほしい。

PJ2 医療の「B 県民への適切な医療提供体制の整備・充実」の記載を修
正しました。

「在宅医療の充実に取り組む」→「在宅医療の充実や医療と介護の連携
強化に取り組む」
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4 25 PJ編
PJ6 産業創出

大木委員 「ベンチャープロジェクト」という表現は一般的でなないので、「イノベー
ションの創出を図るため」といった、具体的な目的の分かる表現に見直して
はどうか。

PJ6 産業創出の「B 企業誘致などによる産業集積の促進」の記載を修正
しました。

「ベンチャープロジェクト」→「ベンチャーが取り組むプロジェクト」

5 28 PJ編
PJ8 観光

大木委員 パラリンピックの開催に伴い、選手などの障害者の方が多く日本を訪れるの
で、障害者のための観光や観光のバリアフリーの視点についても少しふれて
おいた方が良いのではないか。

PJ8 観光のねらいの記載を修正しました。

「快適に旅ができる環境づくりなどに取り組み、」→「年齢、障がいの
有無、使用言語にかかわらず、誰でも快適に旅ができる環境づくりに取
り組み、」

6 37 PJ編
PJ11 減災

斎藤副会長 地震や火山の噴火など自然災害が増える中、災害がおきた際の帰宅困難者対
策が身近な問題となってきていると感じるので、その辺りの対応について少
しふれても良いのではないか。

PJ11 減災「B 災害対応力の強化」の記載を修正しました。

地域の医療救護体制の強化、災害用備蓄資機材の整備等を推進しま
す。」→「地域の医療救護体制の強化、帰宅困難者対策、災害用備蓄資
機材の整備等を推進します。」

7 42 PJ編
PJ13 男女共同参
画

楠委員 晩婚化に伴い、育児と介護のダブルケアが課題となっていることを踏まえ、
仕事を主体とした育児や介護という表現から、仕事、育児、介護は並列とな
るような表現としたほうが良いのではないか。

PJ13 男女共同参画のねらいを修正しました。

「女性も男性も活躍できる社会をめざす中、依然として子育てや介護な
どにおいて、女性への負担が大きいことが分かっています。」を追記し
たほか、「仕事と子育てや介護との両立」を「仕事、子育て、介護の両
立」と変更し、「仕事」「子育て」「介護」が並列となる表現に修正し
ました。

8 45 PJ編
PJ14 子ども・青
少年

いとう委員 子ども・青少年のプロジェクトの「支援を必要とする子どもを守る体制づく
り」の内容にすでに取組みが進んでいる里親センターの設置などの具体的な
内容を記載してあるとより理解しやすいのではないか。

PJ14 子ども・青少年の「B 支援を必要とする子どもを守る体制づくり」
の記載を修正しました。

「社会的養護を必要とする子どもの成長を支援するため、里親家庭での
養育を増やすなど家庭的養護を推進するとともに、」→「社会的養護を
必要とする子どもの成長を支援するため、新たに開設した里親センター
を中心に里親制度の一層の普及に取り組む」

9 51 PJ編
PJ17 雇用

大木委員 雇用のプロジェクトの就業支援に、「フリーターなどの若年者」との記載が
あるが、若年者への対応として、フリーターや非正規雇用者への支援につい
て、もう少し内容を具体的に記載してはどうか。

PJ17 雇用の「B 就業支援の充実」の記載を修正しました。

「フリーターなどの若年者」→「フリーターなどから正規雇用をめざす
若年者」

10 23 主要施策編
Ⅳ 健康・福祉

大木委員 手話言語条例については、全国で２番目の施行でもある先進的な取組みなの
で、その内容を実施計画に盛り込んだらよいのではないか。

主要施策「Ⅳ健康・福祉」の「404 手話を利用しやすい環境の整備」の
記載を修正しました。

「手話の普及などに関する施策の推進」→「手話言語条例に基づく手話
の普及などに関する施策の推進」
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11 5 その他 関委員 「めざすべき４年後の姿」の年表の上に配置し、その際「世界の中で存在感
を発揮」を表現してはどうか。

「策定に当たって」の年表に記載を追加しました。

＜第73回計画推進評価部会・第16回計画策定専門部会（平成27年６月９日）の意見＞

1 6 PJ編
策定に当たって

木村委員 「実施計画策定の主な背景」の④「多様な働き方や課題を抱える子どもたち
など」は、直接的に関連しないようなテーマがまとめられており、唐突な感
じを受ける。

「実施計画策定の主な背景」の記載を修正しました。

　「多様な働き方や課題を抱える子どもたち」→「ひとを巡る様々な状
況」
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